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韓
国
立
正
佼
成
会
に
焦
点
を
当
て

て、

そ
の

現
状
と

「

倭
色
」

宗
教
と

し

て

の

立
場
に
つ

い

て

新
聞
記
事
を
通
し
て

検
討
し、

韓
国
社
会
の

反
応
を

試
み
た
い

。

こ

れ
ま
で

は
韓
国
で

「

倭
色
」

宗
教
と

い

え
ば
、

代
表
的
に

創
価
学
会、

天
理
教、

日
蓮
禅
宗
な
ど

を
指
し
て
い

た

が、

こ

れ
ら
を

論

じ

る

こ

と

は、

韓
国
社
会
の

メ

デ

ィ

ア

に

よ

っ

て

構
築
さ
れ
た

枠
組
の

中

で

の

議
論
と

い

う
点
が

限
界
で

あ
る

。

し
た

が
っ

て

本
研
究
で

は、

韓
国

メ

デ

ィ

ア

か
ら

そ
れ
ほ

ど

注
目
さ
れ
て

こ

な
か

っ

た

韓
国
立

正

佼
成
会
と

い

う
小
規

模
教

団
を
研

究

対
象
と

し
て

、

よ

り
多
様
な

観
点
か
ら

「

倭

色
」

宀

示

教
を
と

ら
え
て

み
た
い

。

在
日
大
韓
基
督
教
会
と

韓
国
系
キ

リ
ス

ト
教
会
の

日
本
宣
教

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

中
西

　
尋
子

　
一
　

は
じ

め

に

　
キ
リ

ス

ト

教
信
者
が

人
口

の
一

％

に

満
た

な
い

日

本
に

お

い

て、

一

九

九
〇

年
代
以

降、

韓
国
系
キ

リ
ス

ト
教

会
が

活
発
な

宣
教
活

動
を
展

開

し
、

日

本

各
地
に

教
会
が

設
立
さ

れ
て

い

る
。

ど
れ

く
ら
い

の

数
の

韓
国

系
キ
リ

ス

ト

教

会
が
あ
る

か

実
態
は

未
だ

明
ら

か
に

な
っ

て

い

な
い

が
、

『

ク

リ
ス

チ

ャ

ン

情
報
ブ
ッ

ク

ニ

〇
一

〇』

（

い

の

ち
の

こ

と
ば

社）

の

教

会
情

報
か
ら
韓

国
系
キ
リ

ス

ト
教

会
と

思
わ

れ
る

教

会
を

抽
出
す
る

と
、

お
よ
そ
二

〇

〇
〜
三
〇
〇
程

度
の

教
会
が
あ
る

こ

と
が

推
察
さ

れ
る

。

　
信
者
の

多
数
は
ニ

ュ

ー

カ
マ

ー

の

韓
国
人
で

あ
っ

て

も
、

教
会
に

よ

っ

て

は
あ
る
程
度
の

日

本
人
信

者
を

獲
得
し
て

い

る

教

会
も

あ
る
。

日
本
人

信
者
の

獲

得
に

成
功
し
て

い

る

教

会
は

何
が

そ
れ

を
可

能
に

し
た

の

だ
ろ

う
か

。

そ
こ

で

本
発

表
で

は、

時

期
を

異
に

し
て

朝
鮮
半
島
か

ら
流
入

し

た
二

つ

の

キ
リ
ス

ト
教、

在
日

大

韓
基

督
教
会
と
韓

国
系
キ

リ

ス

ト

教
会

の

日

本
宣

教
や

礼
拝
の

あ
り

方
か

ら
日

本
人

信
者
の

獲
得
の

要
因
を

探

る
。

こ

の

二

つ

を
比
較

す
る

理
由
は

、

出
所
は
同
じ
韓
国
キ

リ

ス

ト

教
で

あ
り
な
が

ら
、

先
に

流

入
し
た

在
日

大

韓
基
督
教
会
よ
り
も

後
に

流
入

し

た
韓
国
系
キ

リ
ス

ト
教

会
の

ほ

う
が

日

本
人
信
者
の

獲
得
に

成
功
し

て

い

る
教
会
が

あ
る
か
ら
で

あ
る
。

比

較
す
る

教
会
は

、

在
日

大
韓
基
督
教
会

の

大
阪
西
成
教
会
（

一

九
二】
二

年
設
立）

と
韓
国
系
キ
リ
ス

ト

教
会
の

大

阪
オ
ン

ヌ

リ

教
会
（

二

〇
〇
〇

年
設
立）

で

あ
る

。

　
二

　
在
日

大
韓
基
督
教

会
−
大
阪
西
成
教
会

　
大
阪
西
成

教
会
は
現

在
で

も
韓

国
語
に

よ
る

礼
拝
を
行
っ

て

い

る
。

か

つ

て

在
日
韓
国
人
の
一

世
が

信
者
の

多
数
を
占
め
て

い

た
と

き
は

韓
国
語

に
よ

る

礼
拝
が
当
然
で

あ
っ

た
が

、

在
日
韓
国
人
社
会
の

世
代

交
代
と
と

も
に
徐
々

に

日
本
語
使
用
の

機
会
が

増
し
て
い

る
。

し
か
し
礼

拝
の

言

語

を
全
面
的
に

韓
国
語
か
ら
日

本
語
へ

切
り
替
え
よ

う
と

す
る

動

き
は

見
ら

れ
な
い

。

在
日
大
韓
基
督
教

会
に

は

か
つ

て
内
鮮
一

体
の

国
策
の

も
と

で

日
本
語
使
用
が

強
制
さ
れ
た
が、

そ
れ
に

抗
し
て

韓
国
語
で

礼

拝
を
ま
も

っ

た

歴
史
が

あ
る

。

韓
国
語
は
伝
達
手
段
と

し
て
の

言
語
と
い

う
よ
り
ア

イ
デ
ン

テ

ィ

テ
ィ

の

拠
り
所
で

あ
っ

た
。

そ
れ

だ

け
に
韓
国
語
を
理
解
し

な
い

世
代
が

信
者
の

大
部
分
を
占
め

る
よ

う
に

な
っ

て

も
韓
国

語
に

よ
る

礼
拝
が

続
け
ら
れ

て

い

る
。

　
三

　
韓
国
系
キ

リ
ス

ト
教
会
ー
大
阪
オ

ン

ヌ

リ
教
会

　
大
阪
オ

ン

ヌ

リ
教
会
で

は、

信
者
の

三

分
二

は

ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

の

韓

国

人
で

あ
る

。

し
か

し
日
曜
日
の

も
っ

と

も

中
心
と

な
る
一
一

時
か
ら
の

礼

拝
は

日
本
語
で

行
わ

れ

る
。

ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

と
い

っ

て

も
み

な
日
本
語
を

あ
る

程
度
理

解
す
る

の

で

同
時
通
訳
を
聞
い

て

い

る

人
は

ほ

と
ん

ど

お
ら

ず、

日
本
語
で

礼
拝
が
行
わ
れ
る

こ

と
に

つ

い

て

尋
ね
て

も
「

み
ん

な
日
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本
に

長
く
住
ん
で

い

る

か
ら
」

「

こ

こ

は

日

本
だ
か

ら
」

と

日
本
語
使
用

に

違
和
感
は

な
い

よ
う
で

あ
る

。

ま
た

大
阪
オ
ン

ヌ

リ

教
会
で

初
め

て

執

事
が

任
命
さ
れ
る

と

き
に

行
わ

れ

た

「

執

事
任
職

礼
拝
」

（
二

〇

〇

九

年

二

月
三
一

旦

や

信
徒
総
会
（
同

年．
二

月
一

日）

も

す
べ

て

日

本
語
で

行

わ
れ
た

。

在
日

大
韓
基

督
教

会
と

異
な

り、

韓

国
語
へ

の

こ

だ
わ

り
は
金

く
見
ら
れ
な
い

。

　
四
　
お
わ

り
に

　
礼

拝
に

お

け
る

日

本
語
使
用
と
い

う
点
に

お
い

て

両
者
に

は

違
い

が

見

ら
れ
た

。

こ

の

違
い

は

両
者
が

流
入
し
た

社
会
的
背
景
に

よ

る
。

植
民
地

支
配
下

に

流
入

し
た

在
日

大
韓
基

督
教

会
は

民
族
主

義
的
な
性
格
を
形
成

し
、

宗
主

国
と

従
属
国
と
い

う
関

係
が
な

い

中
で

流
入
し

た

韓
国
系
キ
リ

ス

ト

教
会
は

日

韓
の

歴

史
的
関
係
を
抜

き
に

し
て

普
遍
主

義
的

な
性
格
で

も
っ

て

宣

教
を

行
う

。

出
自
は

同
じ

韓
国
キ

リ

ス

ト

教
で

あ
り
な
が

ら

大

阪
オ
ン

ヌ

リ

教
会
が

大
阪
西
成
教

会
よ

り
も
日

本
人
信
者
を

獲
得
で

き
て

い

る

の

は
、

徹
底
し
た

日
本
語
使

用
に

よ

る

と

考
え
ら

れ

る．．

朝
鮮
学
校
教
員
家
族
に

お

け

る

祖

先
祭
祀

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

猪
瀬
　
優
理

　
本
発
表
の

課
題
は

在
日
朝
鮮
人
の

家
族
に

お

け
る

二

〇

〇

〇

年
代
初

頭

現
在
の

祖
先
祭
祀
（
以

下
「

チ
ェ

サ
」

と

記
す
）

の

実
施
状
況
に

見
ら
れ

る

変
容
と

そ
の

意
眛
に

つ

い

て

考
察
す
る

こ

と
で

あ
る

。

　
チ
ェ

サ

と

は
、

朝
鮮
半
島
を
中

心
と

し
て

行
わ

れ
て

い

る

亡

く
な
っ

た

先
祖
に

礼
を

捧
げ
る
儀

式
だ
が

、

本
発

表
で

は

チ

ェ

サ
の

担
い

手
と

し

て
、

朝
鮮
学
校
教
員
の

家
族
に

着
目
す
る

。

朝
鮮
学
校
は

民
族
を
重
視

す

る

教
育
の

場
で

は
あ
る

が
、

チ
ェ

サ

は

基
本
的
に
は

各
家
庭
の

祖
先
祭
祀

儀
礼
で

あ
る

た

め
、

チ
ェ

サ
の

実
施
の

程

度
と

朝
鮮
学
校
教
員
で

あ
る

こ

と
と
の

直
接
的
な

関
わ

り
は
な
い

。

た
だ
、

本
発
表
で

は
、

チ
ェ

サ
の

実

施
を

意
識
的
に

行
う
可

能
性
が

高
い

層
と

し
て

朝
鮮
学
校
教
員
家
族
を

捉

え
る

。

　
従
来、

チ
ェ

サ

は

朝
鮮
民
族
の

民
族
性
の

表
象
と

し
て
捉
え
ら
れ
て

お

り
、

民
族
的
ア

イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

と
チ
ェ

サ
の

関
係
を
問
う
視
点
は

重
要

で

あ
る

。

し

か

し
、

本
発
表
で

は
、

社
会
変
動
と

祖
先
祭
祀
の

変
容
と

の

関
係
を
み

る

た

め
、

家
族
像
の

変

容
と
い

う
観
点
か
ら
チ
ェ

サ
の

変
容
を

検
討
す
る

。

　
東
北
・

北
海
道
地
区
お
よ
び
関

東
地

区
の

朝
鮮
学
校
数
校
か
ら
の

協
力

を

得
て、

そ
れ

ぞ

れ

の

学
校
に

所
属
す
る

複
数
の

朝
鮮
学
校
教
員
か
ら

そ

れ

ぞ
れ
の

家
族
・

親
族
の

冠
婚
葬
祭
に

つ

い

て
、

特
に

チ
ェ

サ
を
中
心
と

し
て

聞
き
取
り
を

行
っ

た
。

調
査
は
二

〇

〇
八

年
か
ら
二

〇

〇

九

年
に

か

け
て

実
施
し

た
。

　
全
対
象
二

二

名
の

う
ち

、

二

〇
歳

代
が

＝

名
と

半
数
を
占
め
、

五

〇

歳
代
は
二

名、

六

〇

歳

代
は
一

名
の

み

で

あ
る

。

在
日
二

世
に

当
た

る

人

が

六
名、

三

世
に

当
た

る

人
が

十
六

名
で

あ
る

。

ま
た、

父
方
あ
る

い

は

母
方
の

既
婚
者
の

大
部
分
が

在
日

同
胞
と

結
婚
し
て

い

る
。

　
二

二

名
の

回
答
者
の

う
ち
、

家
族
・

親
族
が

チ
ェ

サ
を
実
施
し
て

い

る

と

回
答
し
た

の

は

十
八

名
で

あ
っ

た
。

四

名
は

家
族
・

親
族
が
チ
ェ

サ
を

実
施
し
て

い

な
い

と

回
答
し

た
。

　
聞
き

取
り
調
査
の

結
果
か

ら

読
み

取
れ

た
具
体
的
な
変
容
は
、

旧
暦
で

は

な
く
西

暦
に

変
え、

祀
る

先
祖
を

限

定
し
て

実
施
回
数
を
減
ら
し、

供

物
の

種
類
・

量
を

減
ら

す
、

複
数
の

忌
祭
祀
を
ま
と

め
て

行
う、

き
ょ

う

だ
い

が
一

年
ご

と

に
交
代
し

て

行
う
な
ど
、

チ
ェ

サ
の

形
式
面
の

合
理
化
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